
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
閣
総
理
大
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時
代
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国

務

大

臣 

青 

木 

幹 

雄 

平

成

十

二

年

一

月

十

一

日

受

領 
答

弁

第

二

五

号 
      

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
神
奈
川
県
警
事
件
の
責
任
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
六
第
二
五
号 

平
成
十
二
年
一
月
十
一
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

 



 

一
の
（
三
）
に
つ
い
て 

一
の
（
二
）
に
つ
い
て 

一
の
（
一
）
に
つ
い
て 

元
警
察
本
部
長
等
の
警
察
の
幹
部
職
員
に
よ
る
犯
人
隠
避
等
の
事
件
（
以
下
「
本
件
隠
避
等
事
件
」
と
い
う
。
）
に
関
し 

 

て
は
、
神
奈
川
県
警
察
が
同
県
公
安
委
員
会
の
管
理
に
十
分
服
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
警
察
に
お
い
て
は
、
不
祥
事
案
対
策
の
推
進
等
国
民
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
真
摯
な
努
力
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

昨
年
十
二
月
十
日
、
元
神
奈
川
県
警
察
本
部
長
（
以
下
「
元
警
察
本
部
長
」
と
い
う
。
）
等
の
警
察
の
幹
部
職
員
が
犯
人 

 
 

隠
避
等
の
罪
で
起
訴
さ
れ
た
こ
と
は
、
警
察
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
警
察
に

お
い
て
は
、
今
回
の
事
態
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
不
祥
事
案
対
策
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 本

件
隠
避
等
事
件
が
横
浜
地
方
検
察
庁
に
送
致
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
遺
憾
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
で
あ 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
神
奈
川
県
警
事
件
の
責
任
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 一 

 



 

一
の
（
六
）
に
つ
い
て 

一
の
（
五
）
に
つ
い
て 

一
の
（
四
）
に
つ
い
て 

本
件
隠
避
等
事
件
に
お
い
て
は
、
神
奈
川
県
警
察
の
所
属
の
全
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
元
警
察
本
部
長
ま

で
も
が
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
事
件
の
被
疑
者
を
隠
避
さ
せ
た
も
の
と
し
て
起
訴
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
関
係

者
に
つ
い
て
も
、
起
訴
さ
れ
、
又
は
懲
戒
処
分
等
を
受
け
、
そ
の
責
任
を
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
「
都
道
府
県
警
察
に
対
す
る
特
別
監
察
」
は
、
都
道
府
県
警
察
に
お
け
る
監
察
体
制
の
現
状
、
監
察
業
務
の
推

進
状
況
、
職
務
倫
理
教
養
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
、
国
の
機
関
で
あ
る
警
察
庁
が
監
察
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。 

特
別
監
察
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
警
察
庁
の
本
庁
及
び
管
区
警
察
局
に
「
特
別
監
察
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置

し
、
必
要
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
厳
正
か
つ
効
果
的
な
監
察
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
併
せ
て
、
国
家

公
安
委
員
会
が
特
別
監
察
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
警
察
庁
か
ら
報
告
を
聴
取
し
、
こ
れ
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該

監
察
が
更
に
適
正
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

る
。 

二 

 



 

一
の
（
八
）
に
つ
い
て 

一
の
（
七
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
「
組
織
管
理
者
研
修
」
は
、
警
察
庁
に
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
初
め
て
県
警
察
本
部
長
の
職
に
就
く
予
定
で

あ
る
年
次
の
者
を
対
象
に
、
警
察
庁
幹
部
や
部
外
講
師
に
よ
る
直
接
指
導
等
に
よ
り
、
組
織
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
見
識

を
養
う
た
め
の
研
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
に
対
す
る
国
家
公
安
委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
の
権
限

行
使
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
監
察
に
係
る
指
示
、
警
察
職
員
の
法
令
違
反
等
の
報
告
及
び
委
員
の
再
任
の
制
限
に
関

す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
含
む
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
神
奈
川
県
警
察
本
部
警
備
部
外
事
課
員
に
よ
る
覚
せ
い
剤
使
用
事
件
、
同
県
相
模
原
南
警
察
署
員
に
よ
る
押
収

品
窃
盗
事
件
及
び
同
県
厚
木
警
察
署
員
に
よ
る
集
団
暴
行
事
件
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
公
安
委
員
会
に
対
す
る
神
奈
川
県

警
察
の
報
告
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
警
察
庁
に
お
い
て
、
都
道
府
県
警
察
に
対
し
て
、
不
祥
事
案
発
生
時
等
に
お
け
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に

三 

 



 

一
の
（
十
一
）
に
つ
い
て 

一
の
（
十
）
に
つ
い
て 

一
の
（
九
）
に
つ
い
て 

こ
れ
ま
で
も
、
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
は
、
幹
部
職
員
に
対
し
て
組
織
管
理
、
職
務
倫
理
等
に
関
す
る
教
養
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
警
察
に
お
け
る
今
回
の
事
態
を
踏
ま
え
、
そ
の
一
層
の
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
あ
る
。 

「
教
養
」
と
い
う
用
語
は
、
各
省
庁
の
設
置
法
、
組
織
令
等
に
お
い
て
も
、
職
員
の
教
育
、
研
修
等
を
意
味
す
る
用
語
と

し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

御
指
摘
の
「
不
祥
事
案
対
策
」
に
は
、
警
察
職
員
に
よ
る
不
祥
事
案
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
、
不
祥
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
、
監
察
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
警
察
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
不

祥
事
案
対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。 

対
す
る
適
時
適
切
な
報
告
の
励
行
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
回
の
事
案
が
監
察
制
度
そ
の
も
の
の
限
界
を
示
し
た
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

四 

 



 

一
の
（
十
四
）
に
つ
い
て 

一
の
（
十
三
）
に
つ
い
て 

一
の
（
十
二
）
に
つ
い
て 

国
家
公
安
委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
門
的
、
能
率
的
観
点
か
ら
の
権
限
行
使

で
は
な
く
、
国
民
の
良
識
を
代
表
す
る
者
に
よ
る
警
察
の
民
主
的
管
理
に
あ
り
、
各
界
に
お
い
て
豊
富
な
経
験
と
高
い
見
識

を
備
え
た
委
員
が
警
察
か
ら
直
接
報
告
を
聴
取
し
、
こ
れ
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
の
実
を
挙
げ
て
い
る
も
の
と
承

知
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
答
弁
は
、
警
察
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る
国
家
公
安
委
員
会
及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
の
委
員
が
警
察
の

組
織
及
び
業
務
に
精
通
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
は
、
本
件
隠
避
等
事
件
、
神
奈
川
県
警
察
本
部
警
備
部
外
事
課
員
に
よ
る
覚
せ
い
剤
使
用

事
件
、
同
県
相
模
原
南
警
察
署
員
に
よ
る
押
収
品
窃
盗
事
件
及
び
同
県
厚
木
警
察
署
員
に
よ
る
集
団
暴
行
事
件
に
つ
い
て
、

改
め
て
捜
査
を
行
い
、
各
被
疑
者
を
逮
捕
又
は
書
類
送
致
し
た
事
例
が
あ
る
。 

御
指
摘
の
「
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
及
び
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
の
保
持
」
は
、
監
察
業
務
を
行
う
に

五 

 



 

二
の
（
四
）
に
つ
い
て 

二
の
（
三
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て 

神
奈
川
県
警
察
は
、
警
察
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
神
奈
川
県
に
置
か
れ
、
同
県
の
区
域
に
つ
き
同
法
第
二
条

の
責
務
に
任
ず
る
行
政
機
関
で
あ
る
が
、
御
質
問
の
「
目
的
」
が
そ
の
よ
う
な
責
務
を
含
む
趣
旨
で
あ
る
か
否
か
、
「
結
合 

 

体
」
が
行
政
機
関
を
含
む
趣
旨
で
あ
る
か
否
か
な
ど
の
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
御
質
問
に
対
し
回
答
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
は
施
行
さ
れ
て

お
ら
ず
、
同
法
に
規
定
さ
れ
た
罰
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
捜
査
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
御
質
問
に
対
し
回
答

当
た
り
特
に
配
慮
す
る
必
要
の
あ
る
事
項
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

御
指
摘
の
犯
人
隠
避
事
件
に
つ
い
て
は
、
元
警
察
本
部
長
、
元
神
奈
川
県
警
察
本
部
警
務
部
長
、
元
同
本
部
警
務
部
監
察

官
室
長
、
元
同
部
監
察
官
及
び
元
同
本
部
生
活
安
全
部
長
の
五
名
が
、
ほ
か
数
名
の
同
本
部
所
属
の
警
察
官
と
共
謀
の
上
、

覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
事
件
の
被
疑
者
を
隠
避
さ
せ
た
と
の
公
訴
事
実
で
起
訴
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

六 

 



 

二
の
（
八
）
に
つ
い
て 

二
の
（
七
）
に
つ
い
て 

二
の
（
六
）
に
つ
い
て 

二
の
（
五
）
に
つ
い
て 

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

警
察
及
び
検
察
は
、
本
件
隠
避
等
事
件
に
つ
い
て
、
必
要
な
捜
査
を
遂
げ
、
事
案
の
全
容
を
解
明
し
、
検
察
に
お
い
て
、

元
警
察
本
部
長
ら
五
名
を
起
訴
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
特
段
の
反
省
点
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な 

い
。 警

察
及
び
検
察
は
、
本
件
隠
避
等
事
件
に
つ
い
て
、
必
要
な
捜
査
を
遂
げ
、
事
案
の
全
容
を
解
明
し
、
検
察
に
お
い
て
、

元
警
察
本
部
長
ら
五
名
を
起
訴
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
事
件
の
捜
査
が
国
民
に
不
信
感
を
抱
か
せ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

警
察
庁
幹
部
と
法
務
省
幹
部
及
び
都
道
府
県
警
察
幹
部
と
当
該
都
道
府
県
を
管
轄
す
る
地
方
検
察
庁
の
幹
部
は
、
必
要
に

応
じ
、
職
務
上
必
要
な
連
絡
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

神
奈
川
県
警
事
件
の
責
任
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
平
成
十
一
年
十
一
月
十
五
日
提
出
質
問
第
六
号
）
一
の
（
7
）

七 

 



 

二
の
（
十
一
）
に
つ
い
て 

二
の
（
十
）
に
つ
い
て 

二
の
（
九
）
に
つ
い
て 

で
御
質
問
の
あ
っ
た
「
容
疑
者
が
相
互
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
事
実
は
把
握
し
て
い
る
か
」
及
び
「
電
話
の
通
話
記
録
を
調

べ
」
た
か
に
つ
い
て
は
、
捜
査
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
た
め
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
と
答
弁
し
た
も
の
で
あ
る
。 

警
察
が
今
回
の
事
態
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
不
祥
事
案
対
策
を
推
進
し
て
、
警
察
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
回
復
に
全
力

を
尽
く
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

神
奈
川
県
警
察
に
お
い
て
は
、
必
要
な
捜
査
を
遂
げ
、
事
案
の
全
容
を
解
明
し
て
、
本
件
隠
避
等
事
件
を
横
浜
地
方
検
察

庁
に
送
致
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

神
奈
川
県
警
察
に
お
け
る
道
路
交
通
法
違
反
検
挙
件
数
の
減
少
が
本
件
隠
避
等
事
件
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
否
か
は
測
り

か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
件
隠
避
等
事
件
に
よ
り
、
警
察
官
の
職
務
執
行
の
現
場
に
お
い
て
国
民
の

協
力
が
得
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
の
影
響
が
生
ず
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

「
国
民
か
ら
い
さ
さ
か
の
疑
念
も
抱
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
」
に
す
る
た
め
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す

八 

 



 

二
の
（
十
三
）
に
つ
い
て 

二
の
（
十
二
）
に
つ
い
て 

今
回
の
神
奈
川
県
警
察
に
お
け
る
不
祥
事
案
に
よ
り
国
民
の
警
察
に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
損
な
う
事
態
に
立
ち
至
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
不
祥
事
案
対
策
を
強
力
に
推
進
し
、
警
察
に
対
す
る
国
民
の

信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
警
察
庁
長
官
の
重
要
な
職
責
で
あ
り
、
警
察
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
に
対
す
る
国
家
公
安
委
員
会

及
び
都
道
府
県
公
安
委
員
会
等
の
権
限
行
使
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
警
察
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

警
察
に
よ
る
通
信
の
傍
受
は
適
正
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
件
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
真
相
を
究
明
し
て
厳
正
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
御
指
摘
の
責
任
を
明
ら
か
に
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。 

る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
に
基
づ
く
通
信
の
傍
受
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
を

国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
ほ
か
、
警
察
庁
に
お
い
て
、
都
道
府
県
警
察
に
対
し
て
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。 

九 

 



 

三
の
（
五
）
に
つ
い
て 

三
の
（
四
）
に
つ
い
て 

三
の
（
三
）
に
つ
い
て 

三
の
（
二
）
に
つ
い
て 

三
の
（
一
）
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
警
察
は
組
織
と
し
て
関
与
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
警
察
庁
及
び
神
奈
川
県
警
察
は
、
と
も

に
御
指
摘
の
よ
う
に
警
察
庁
又
は
神
奈
川
県
警
察
が
同
事
件
に
組
織
と
し
て
関
与
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。 な

お
、
御
質
問
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
判
決
理
由
は
、
御
指
摘
の
平
成
九
年
六
月
二
十
六
日
の
東
京
高
等
裁
判
所
判

決
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

政
府
と
し
て
は
、
答
弁
に
当
た
り
、
判
決
文
を
確
認
し
て
い
る
。 

御
指
摘
の
事
件
は
、
警
察
庁
警
備
局
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。 

今
回
の
神
奈
川
県
警
察
に
お
け
る
一
連
の
不
祥
事
案
と
御
指
摘
の
事
件
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

検
察
に
お
い
て
は
、
本
件
隠
避
等
事
件
に
つ
い
て
、
必
要
な
捜
査
を
遂
げ
、
事
案
の
全
容
を
解
明
し
た
上
で
、
法
と
証
拠

に
基
づ
き
、
厳
正
公
平
、
不
偏
不
党
を
旨
と
し
て
、
厳
正
に
対
処
し
た
結
果
、
元
警
察
本
部
長
ら
五
名
を
公
判
請
求
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
本
件
に
つ
い
て
、
検
察
は
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
、
御
指
摘
の
よ
う
な
国
民
の
疑
念
を
招
く
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


